
既存住宅状況調査費用の半額（上限５万円）
を補助します！

国土交通省の定める講習を修了した建築士が行う、建物の基礎、外壁など
建物の構造耐力上主要な部分及び雨水の浸入を防止する部分に生じている
ひび割れ、雨漏り等の劣化・不具合の状況調査です。

既存住宅状況調査のメリットは？

・引渡し後のトラブルを少なくする。
・競合物件との差別化に役立つ。

・より安心して購入の判断ができる。
・購入前にメンテナンスの見通しが立てやすい。

売主・貸主

買主・借主

既存住宅状況調査とは？

補助制度の概要※各種条件があります。

対象住宅 わかやま住まいポータルサイトに登録された居住用の空き家

申請者
売買又は賃貸借契約を締結するにあたり、既存住宅状況調査を行う者
（売主・貸主または買主・借主）

対象経費
和歌山県知事の登録を受けた建築士事務所所属の既存住宅状況調査技
術者が、補助申請年度の４月１日以降に実施した既存住宅状況調査
※売買・賃貸借契約前に実施する調査に限ります。

補助額
既存住宅状況調査費用（配管・設備、雨樋などの追加調査含む）の
１/２（上限５万円） ※予算額に達し次第、受付終了

提出書類

①申請書（様式第１号）②調査報告書の写し（表紙及び結果の概要のみ）
③調査技術者講習の修了証の写し等④領収書等⑤通帳の写し等⑥売買・賃貸借契
約書の写し（劣化事象等の有無に関わらず売買又は賃貸借契約を締結した場合）⑦
状況報告書（劣化事象等があり売買又は賃貸借契約を締結しなかった場合）

住宅の点検
（既存住宅状況調査）

を実施しませんか？

中古住宅を売買、賃貸借契約をする前に・・・

詳細は国土交通省ＨＰまで→

わかやま住まいポータルサイトＨＰ→

※改修補助金を利用する場合は当該調査が必須です。



和歌山県住宅検査(既存住宅状況調査)窓口
一般社団法人和歌山県建築士会

（〒640-8045 和歌山県和歌山市卜半町38）

電話：０７３－４２３－２５６２

既存住宅状況調査補助金申請窓口はこちら

調査と申請手続きの流れ

既存住宅状況調査の流れ（申請者⇔調査技術者※）

補助金申請の手続き（申請者⇔和歌山県）

地域 窓口 電話番号

和歌山市
海南市・紀美野町

海草振興局 地域づくり部
地域づくり課

０７３－４４１－３３７３

紀の川市・岩出市
那賀振興局 地域づくり部

地域づくり課
０７３６－６１－００１４

橋本市・かつらぎ町
九度山町・高野町

伊都振興局 地域づくり部
地域づくり課

０７３６－３３－４９１５

有田市・湯浅町
広川町・有田川町

有田振興局 地域づくり部
地域づくり課

０７３７－６４－１２７６

御坊市・美浜町
日高町・由良町・印南町
みなべ町・日高川町

日高振興局 地域づくり部
地域づくり課

０７３８－２４－２９２８

田辺市・白浜町
上富田町・すさみ町

西牟婁振興局 地域づくり部
地域づくり課

０７３９－２６－７９４７

新宮市・那智勝浦町
太地町・古座川町
北山村・串本町

東牟婁振興局 地域づくり部
地域づくり課

０７３５－２１－９６２７

既存住宅状況調査技術者検索及び相談窓口はこちら

交付申請・
実績報告書

提出

交付決定・
額の確定
通知

補助金振込請求書提出

調査依頼 調査実施 調査報告
調査費
支払い

１

２

Webはコチラ

★既存住宅状況調査補助金制度のお問い合わせは、
和歌山県地域振興部地域政策局地域振興課 ０７３－４４１－２９３０まで

※和歌山県知事の登録を受けた建築士事務所所属の既存住宅状況調査技術者に依頼してください。

※補助申請年度の２月末日までに申請してください。
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